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福島原発事故による社会的混乱の一因は、医療人、国民が放射線教育を全く受け
ていなかったことである。全ての医療人は、放射線が健康に与える影響を理解し、
科学的根拠に基づいて国民の健康を守らなければならない。
本講演では、放射線の基礎とともに、放射線による健康リスク、食品の安全性や

福島県民健康調査結果について分かりやすく述べる。本講演を通じて、センター職
員が放射線リスクを理解し、県民の不安に寄り添うことを希望する。


